
ひ だ ま り の 郷 あ な ん 決 算 書
H 2 7 . 4 . 1 ～ H 2 8 . 3 . 3 1

勘 定 科 目 当 年 度 決 算
就 労 支 援 事 業 収 益 3 , 4 9 7 , 9 6 4
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 益 3 4 0 , 2 1 9 , 1 6 2
　 自 立 支 援 給 付 費 収 益 2 8 3 , 4 9 1 , 1 6 0
　 障 害 児 施 設 給 付 費 収 益 1 , 8 8 0 , 4 2 7
　 利 用 者 負 担 金 収 益 4 4 , 1 8 1 , 2 2 7
　 補 足 給 付 費 収 益 1 0 , 6 6 6 , 3 4 8
経 常 経 費 寄 附 金 収 益 6 1 0 , 0 0 0
サ ー ビ ス 活 動 収 益 計 ( 1 ) 3 4 4 , 3 2 7 , 1 2 6
人 件 費 2 2 0 , 5 3 6 , 6 8 3
事 業 費 5 8 , 8 1 0 , 9 2 6
事 務 費 3 5 , 8 0 1 , 6 0 6
就 労 支 援 事 業 費 用 3 , 4 9 4 , 2 7 3
　 就 労 支 援 事 業 販 管 費 1 , 0 4 0
減 価 償 却 費 2 , 8 5 2 , 6 3 3

サ ー ビ ス 活 動 費 用 計 ( 2 ) 3 2 1 , 4 9 6 , 1 2 1
サ ー ビ ス 活 動 増 減 差 額 ( 3 ) = ( 1 ) - ( 2 ) 2 2 , 8 3 1 , 0 0 5

受 取 利 息 配 当 金 収 益 3 1 4 , 0 5 3
　 受 取 利 息 配 当 金 収 益 3 1 4 , 0 5 3
そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 4 , 1 1 4 , 8 7 3
　 受 入 研 修 費 収 益 1 2 7 , 0 0 0
　 利 用 者 等 外 給 食 収 益 3 , 1 2 0 , 7 2 7
　 雑 収 益 8 6 7 , 1 4 6

サ ー ビ ス 活 動 外 収 益 計 ( 4 ) 4 , 4 2 8 , 9 2 6
費
用 サ ー ビ ス 活 動 外 費 用 計 ( 5 ) 0

サ ー ビ ス 活 動 外 増 減 差 額 ( 6 ) = ( 4 ) - ( 5 ) 4 , 4 2 8 , 9 2 6
経 常 増 減 差 額 ( 7 ) = ( 3 ) + ( 6 ) 2 7 , 2 5 9 , 9 3 1
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 益 2 , 6 5 0 , 0 0 0
　 サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 益 2 , 6 5 0 , 0 0 0

特 別 収 益 計 ( 8 ) 2 , 6 5 0 , 0 0 0
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 費 用 2 , 6 5 0 , 0 0 0
　 サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 費 用 2 , 6 5 0 , 0 0 0

特 別 費 用 計 ( 9 ) 2 , 6 5 0 , 0 0 0
特 別 増 減 差 額 ( 1 0 ) = ( 8 ) - ( 9 ) 0
当 期 活 動 増 減 差 額 ( 1 1 ) = ( 7 ) + ( 1 0 ) 2 7 , 2 5 9 , 9 3 1
前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 ( 1 2 ) 1 4 1 , 0 7 6 , 2 2 0
当 期 末 繰 越 活 動 増 減 差 額 ( 1 3 ) = ( 1 1 ) + ( 1 2 ) 1 6 8 , 3 3 6 , 1 5 1
そ の 他 の 積 立 金 積 立 額 ( 1 6 ) 3 0 , 0 0 0 , 0 0 0
そ の 他 積 立 金 積 立 額 3 0 , 0 0 0 , 0 0 0
次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額 ( 1 7 ) = ( 1 3 ) + ( 1 4 ) + ( 1 5 ) - ( 1 6 ) 1 3 8 , 3 3 6 , 1 5 1
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　 　 　 （ １ ） 資 産 の 部                         4 1 1 ,9 8 9 ,5 8 8 （ ２ ） 負 債 の 部 3 0 ,2 9 2 ,5 7 2

　 　 流 動 資 産                             146 ,859 ,918    流 動 負 債                             30 ,292 ,572

　 　 固 定 資 産                             265 ,129 ,670 （ ３ ） 純 資 産 の 部 （ １ ） - （ ２ ） 3 8 1 ,6 9 7 ,0 1 6

減 価 償 却 累 計 額 5 ,455 ,801

資 産 等 の 状 況
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阿
南
学
園
を
県
知
事
が
訪
れ

た
の
は
現
在
地
へ
移
転
直
後
に

当
時
の
西
澤
知
事
が
訪
れ
て
以

来
で
あ
り
、
今
回
の
訪
問
が
改

築
の
追
い
風
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
改
築
に
向
け
て
は
、

設
置
者
で
あ
る
南
信
州
広
域
連

合
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
元
阿

南
町
に
お
い
て
は
用
地
の
確
保

等
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
感
謝
に
堪
え
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
こ
の
改
築
計
画
を
国
・

県
に
認
め
て
い
た
だ
き
、
資
金

面
で
も
安
心
し
て
計
画
が
実
施

で
き
る
よ
う
種
々
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

法
人
と
し
て
は
、
「
一
人
ひ

と
り
が
主
人
公
」
と
い
う
法
人

の
基
本
理
念
の
も
と
、
在
宅
の

皆
様
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
、

職
員
の
一
層
の
資
質
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
事
業
展
開
を
図
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
地

域
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

理
事
長

松
澤
康
夫

阿
南
学
園
が
社
会
福
祉
法
人

「
ひ
だ
ま
り
の
郷
あ
な
ん
」
の

運
営
と
な
っ
て
六
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
南
信
州
広
域
連
合

と
の
間
で
十
年
間
の
指
定
管
理

協
定
を
結
ん
で
い
る
の
で
折
り

返
し
点
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
法
人
に
と
っ
て
最
大

の
課
題
は
阿
南
学
園
本
体
の
改

築
で
す
。
昭
和
五
十
三
年
四
月

に
現
在
地
へ
移
転
し
て
三
十
八

年
が
経
過
し
、
給
排
水
設
備
や

電
気
設
備
の
老
朽
化
と
と
も
に
、

利
用
者
の
高
齢
、
重
度
化
に
伴

う
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

ま
た
、
建
物
の
一
部
が
土
砂

災
害
の
危
険
区
域
（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）
に
掛
か
っ
て
い
る
等

安
全
面
で
の
対
策
も
急
務
で
あ

り
、
安
全
な
場
所
で
安
心
で
き

る
生
活
を
提
供
す
る
た
め
現
地

で
の
改
築
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

折
し
も
五
月
十
七
日
に
「
し

あ
わ
せ
信
州
移
動
知
事
室
」
で

こ
の
地
方
を
訪
れ
て
い
た
阿
部

知
事
に
阿
南
学
園
を
視
察
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
阿

南
学
園
の
老
朽
化
の
現
状
や
建

物
の
一
部
が
土
砂
災
害
危
険
区

域
に
掛
か
っ
て
い
る
状
況
等
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
、

村
松
建
子
さ
ん
（
享
年
44
歳
）

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
四
月
に
阿
南
学
園
に
入

所
し
、
二
十
四
年
間
学
園
で
生
活
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

す
て
き
な
笑
顔
で
常
に
周
り
に
は

利
用
者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
も
大
好
き
で
、
余
暇
の

時
間
や
ク
ラ
ブ
の
時
間
な
ど
で
、
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
寮
の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
だ
っ
た
建
子
さ
ん
。

天
国
で
も
、
き
っ
と
み
ん
な
の
中

心
で
い
い
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

阿
南
学
園
改
築
に
向
け
て



清
掃
は
一
階
か
ら
三
階
ま
で
モ
ッ

プ
が
け
を
し
ま
す
。

隅
々
ま
で
掃
除
を
し
、
随
所
で
払

う
モ
ッ
プ
の
埃
に
「
う
わ
〜
た
く
さ

ん
、
丁
寧
に
モ
ッ
プ
を
か
け
た
証
拠

だ
」
と
話
し
な
が
ら
次
の
清
掃
場
所

へ
向
か
い
ま
す
。

用
具
の
片
付
け
も
、
元
あ
っ
た
場

所
に
き
れ
い
に
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
責
任
を
持
ち
な
が
ら
、

合
庁
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

松
下
佐
和
子
）

食
を
共
に
す
る
こ
と
が
家
族
の
始

ま
り
と
す
れ
ば
、
世
話
人
と
し
て
は

温
か
い
ご
は
ん
に
熱
々
の
お
味
噌
汁
、

温
か
い
皿
も
の
を
出
せ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
ご
自
身
で
は
買
い
物
に
出
ら

れ
な
い
方
に
は
そ
の
都
度
買
い
物
オ
ー

ダ
ー
を
聞
き
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
が
少
額
の
日
用
品
や
嗜

好
品
で
す
。

土
曜
日
の
夜
は
週
に
一
回
の
晩
酌

の
日
で
、
日
本
酒
の
冷
や
、
350
㎖
の

缶
ビ
ー
ル
あ
り
で
、
各
々
自
分
の
所

有
す
る
お
酒
を
準
備
し
、
ほ
ろ
酔
い

気
分
で
お
し
ゃ
べ
り
が
盛
り
上
が
る

と
て
も
大
切
な
日
で
す
。

半
世
紀
の
人
生
は
ど
な
た
も
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

陽
気
な
お
酒
の
内
に
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
垣
間
見
え
て
楽
し
い
時
間
で

す
。

（
ソ
レ
イ
ユ
世
話
人

三
浦
厚
子
）

お
知
ら
せ

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

空
き
缶
（
ア
ル
ミ
缶
）
を
集

め
て
い
ま
す
。
不
要
な
空
き

缶
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
南

学
園
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

収
集
場
所
は

阿
南
学
園
で
す
。

「
七
つ
の
習
慣
」

「
七
つ
の
習
慣
」
と
い
う
本
は
子
ど

も
が
高
校
時
代
、
恩
師
か
ら
勧
め
ら
れ

た
本
で
す
。

本
の
中
で
「
第
五
の
習
慣
」
ま
ず
理

解
に
徹
し
理
解
さ
れ
る
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。

私
は
今
ま
で
学
校
で
読
む
・
書
く
・

話
す
事
は
習
い
ま
し
た
が
上
手
に
話
し

を
聞
く
た
め
の
授
業
を
受
け
た
事
は
な

い
で
す
。

聞
き
下
手
と
は

①
上
の
空
で
聞
く

②
聞
い
て
い
る
ふ
り
を
す
る

③
興
味
の
あ
る
事
だ
け
聞
く

④
言
葉
の
表
面
だ
け
聞
く

⑤
自
己
中
心
的
に
聞
き
相
手
へ
の
返
事

は
「
評
価
、
助
言
、
探
り
を
入
れ
る
」

の
ど
れ
か
に
な
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
に
は
、
自
分
の

意
見
を
言
う
前
に
相
手
の
立
場
で
考
え

相
手
の
話
を
聞
き
、
そ
れ
か
ら
話
す
習

慣
を
身
に
付
け
る
と
良
そ
う
で
す
。

習
慣
を
身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
て

聞
き
下
手
に
な
っ
て
い
な
い
か
自
分
自

身
に
問
い
、
そ
し
て
聞
き
下
手
な
所
を

一
日
慎
む
。

話
す
事
を
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
１
日
聞

き
手
に
徹
し
必
要
な
事
を
だ
け
を
話
す

事
な
ど
が
第
一
歩
だ
そ
う
で
す
。

耳
は
口
よ
り
一
つ
多
い
の
で
す
か
ら

上
手
に
適
切
に
使
え
れ
る
よ
う
日
々
、

心
掛
け
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
・
・
。

（
東
寮
責
任
者

板
倉

久
美
）

つ
ぶ
や
き
コ
ラ
ム

存
在
感
あ
る
南
宮
大
橋
と
そ
の
下

を
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
天
竜
川
、
そ

の
向
こ
う
に
飯
田
線
温
田
駅
の
ホ
ー

ム
の
屋
根
。

そ
れ
ら
を
一
幅
の
絵
の
よ
う
に
眺

め
る
高
台
に
ソ
レ
イ
ユ
は
建
っ
て
い

ま
す
。

早
い
も
の
で
中
谷
の
当
地
に
開
所

し
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

建
物
は
身
体
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
に
随
所
に
そ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
利
用
者
さ
ん
は
女
性
三
名
、

男
性
一
名
で
す
が
、
利
用
者
さ
ん
の

中
に
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
何
十
年
と
施

設
に
入
所
生
活
さ
れ
て
き
た
方
も
い

ま
す
。

少
人
数
の
四
名
の
共
同
生
活
は
大

所
帯
か
ら
抜
け
出
て
、
さ
な
が
ら
家

族
の
単
位
に
近
い
人
数
で
、
各
々
個

室
を
持
ち
な
が
ら
、
朝
夕
の
食
事
を

テ
ー
ブ
ル
で
共
に
食
べ
、
同
じ
風
景

を
見
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
利
用
者
さ
ん
の
元
気
な
挨
拶
か

ら
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

と
て
も
明
る
い
一
日
の
始
ま
り

で
す
。

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

週
水
曜
日
に
合
同
庁
舎
へ
清
掃
の

仕
事
に
行
き
ま
す
。

二
人
一
組
で
、
各
月
で
飯
田
線

を
利
用
し
て
お
り
、
飯
田
駅
で
支

援
員
と
合
流
し
ま
す
。

電
車
で
は
出
会
い
や
色
々
な
出

来
事
が
あ
る
よ
う
で
、
駅
か
ら
合

庁
ま
で
の
車
内
は
電
車
の
様
子
を

話
し
て
聞
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

あ
る
時
は
怪
我
し
た
お
ば
あ
さ

ん
を
見
つ
け
、
駅
員
さ
ん
ま
で
知

ら
せ
に
行
く
と
い
う
事
も
あ
り
ま

し
た
。

夏
祭
り
予
告

八
月
六
日
（
土
）

十
時
四
十
分
〜
十
四
時

阿
南
学
園

ホ
ー
ル

※
昨
年
ま
で
と
違
い

日
中
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
、
利

用
者
さ
ん
が
主
体
と
な
り
学
園

の
美
化
に
努
め
る
べ
く
「
お
掃

除
隊
」
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
掃
除
隊
」
が
施
設
内
の
清

掃
を
隅
々
ま
で
行
な
っ
て
く
れ

て
い
る
事
に
よ
り
、
以
前
に
も

増
し
て
利
用
者
さ
ん
が
心
地
よ

く
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
生
活
介
護
主
任

木
下
陽
介
）

四
月
よ
り
調
理
職
員

と
し
て
働
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
が
、
安

全
に
楽
し
く
食
事
の
時

間
が
過
ご
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

作,久保田浩一さん

飯
田
合
同
庁
舎

清
掃

三重県にある

津田大山田幼稚園で

昨年10月に

「大空に届け！

みんなの夢・希望」を

書いた短冊をつけた

風船を飛ばしたそうです。

7か月後の5月3日に

直線距離で120ｋｍも離れた

長野県の阿南学園の屋根で

発見されメールでやりとりの後、

子どもたちから

絵便りをいただきました。


